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一 般 会 計　前年度比　 87.9％　21億6,423万円
国民健康保険事業特別会計　前年度比　109.9％　 3億6,691万円

３
月
議
会
は
、
１
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
し
、
条
例
改
正
５
件
、
旧
年
度
補
正
予
算
、
協
議
２
件

は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
集
中

審
議
し
、
議
会
最
終
日
に
討
論
・
採
決
を
行
い
、
一
般
会
計
・
国
保
・
公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
全

会
一
致
で
、
後
期
高
齢
者
特
別
会
計
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
大
幅
減
額
と
な
っ
た
。

　
主
な
も
の
は
、
公
有
財
産
購
入
費
と

村
営
住
宅
建
て
替
え
工
事
、
福
祉
避
難

所
非
常
用
発
電
設
備
工
事
完
了
に
よ
る
。

公 債 費
２億3,749万円

教 育 費
１億7,872万円

第１回定例会

総 務 費
４億8,429万円

衛 生 費
１億7,151万円

民 生 費
８億255万円

村長勇退　骨格予算
一
般
会
計

▲維持管理が必要な庁舎

▲気軽に健康管理を（ヴィレステひえづ）

▲非常用発電設備（ヴィレステひえづ）

▲いちごの広場さん

▲小学校パソコン教室

新年度予算
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後期高齢者医療特別会計　前年度比　100.1％� 4,478万円
公共下水道事業特別会計　前年度比　102.7％� １億3,192万円

【
総
務
課
】

・
新
規
事
業
の
予
算
を
拡
充
さ
れ
た
い
。

【
住
民
課
】

・�

一
般
廃
棄
物
業
者
の
委
託
契
約
は
、
複

数
年
契
約
を
検
討
さ
れ
た
い
。

・�

男
女
共
同
参
画
第
３
次
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
早
急
に
提
出
さ
れ
た

い
。

【
保
育
所
】

・�

５
月
10
連
休
の
対
応
を
検
討
さ
れ
た

い
。

【
福
祉
保
健
課
】

・�

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
シ
ス
テ
ム
変
更

を
検
討
さ
れ
た
い
。

・�

産
後
ケ
ア
事
業
で
、
自
己
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
補
助
を
考
え
ら
れ
た
い
。

【
建
設
産
業
課
】

・�

村
民
農
園
の
利
用
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
要
項
を
作
ら
れ
た
い
。

・�

ト
レ
セ
ン
の
施
設
備
品
整
備
は
、
村
民

の
要
望
に
応
え
ら
れ
た
い
。

・�

引
き
続
き
水
洗
化
率
１
０
０
％
に
向
け

て
努
力
さ
れ
た
い
。

【
教
育
委
員
会
】

・�

各
種
事
業
、
企
画
な
ど
村
民
に
も
っ
と

周
知
す
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業

　
保
険
税
の
税
率
が
据
え
置
き
に
。

公
共
下
水
道
事
業

　
公
営
企
業
会
計
に
む
け
て
の
委
託
料
、

下
水
道
処
理
場
の
最
終
沈
殿
池
変
更
工

事
費
が
増
額
に
な
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

　
今
年
10
月
か
ら
保
険
税
の
均
等
割
９

割
軽
減
が
廃
止
に
な
り
、
保
険
料
が
引

き
上
げ
に
な
る
。

後期高齢者医療
4,478万円

村長勇退　骨格予算新年度
予算

反
対 

江
田　

加
代　
議
員

　

平
成
29
年
度
よ
り
特
例
軽
減
が
縮

小
、
31
年
度
は
特
例
軽
減
の
財
源
が

廃
目
整
理
に
な
っ
た
。

　

特
例
軽
減
の
対
象
者
は
低
年
金
者

で
あ
り
反
対
す
る
。

賛
成 

松
本　

二
三
子　
議
員

　

特
例
の
軽
減
は
、
制
度
開
始
時
の

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
暫
定
的
に
行

わ
れ
た
。
介
護
保
険
料
の
軽
減
拡
充

や
年
金
支
援
給
付
金
も
あ
り
配
慮
さ

れ
て
い
る
。可

　
決

採
　
決

反
対 

三
島

　
　

 

江
田

　
　

 

賛
成 

河
中

　
　

 

松
本

　
　

 

加
藤

　
　

 

橋
井

　
　

 

井
藤

　
　

 

松
田

賛 成 多 数

特
別
会
計

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
意
見

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

▲元気に楽しんでいます

討
論

新年度予算新年度予算
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すべて不採択！

答 １回に 45万円かかる。

請願　村道２号線交差点の交通事故予防対策のその後は
【出 席 者】委員４名・局長・傍聴者５名（内議員３名）
【場　　所】議会委員会室
【調査内容】最初に、住民課長からの現在の取り組みについて
の説明は、注意喚起を含め、赤色灯の設置と交通安全の啓発活
動を進めていくとのことであった。つづいて、建設産業課長か
らの説明は当該箇所に係る土地の所有者は４名おられ、それぞ
れの事情から、早急な道路拡幅は困難な状況であるとのことで
あった。警察・行政・各関係機関などから情報をえながら検討
していく。

条例　
　改正

議案
質疑

一般会計
補正予算

日吉津村公共下水道使用料の特例に関する条例の一部を改正する条例
　公共下水道使用料については、10年間つづいた減免をなくすため、特例を解き正規
料金に返していくよう議決していたが、料金徴収の時期によりシステム改修の金額が
高くなるため、開始時期をずらす一部改正が必要となった。

問 条例改正しなければ、システム改修費用にいくら必要か。

総務経済常任委員会　閉会中の継続調査報告

公共下水道特別会計繰出金
▲430万円

うなばら荘
3,500万円

危険な交差点

条例改正・補正予算・委員会報告
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委員会採択の陳情
陳情
第１号

陳情
第２号

陳情
第３号

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を
脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書を提出する事を求める陳情

【陳情者】日米地位協定を見直す会　共同代表　難波　希美子

後期高齢者の医療費窓口負担の「原則１割」の継続を求める陳情
【陳情者】鳥取県社会保障推進協議会　会長　藤田　安一

教職員の長時間過密労働の解消を求める陳情
【陳情者】鳥取県ゆきとどいた教育をすすめる会　会長　市谷　尚三

総
務
経
済
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

〔
討
　
　
論
〕

不
採
択

不
採
択

不
採
択

【賛成】河中　博子　議員
　米軍基地問題は日本国中の問題。全国知事会は地位協定の抜本的改正を満場
一致で採択した。国は地方自治を無視しており、自治体にとって最重要課題だ。

【賛成】河中　博子　議員
　窓口負担を２割にすると２倍の値上げだ。受診抑制で重症化し、かえって医
療費が増加しかねない。予算を長年にわたって削り続けてきた。国民の生命・
健康は第一に考え、無駄な経費を削ってでも配分すべきだ。

【賛成】江田　加代　議員
　国の「教員勤務実態調査」の結果にあるように教員の長時間労働は限界にき
ており、教育への深刻な影響が心配される。以上の理由から国の責任で抜本的
な解消を求めること。

【賛成】
河中　三島
江田

【賛成】
河中　三島
江田

【賛成】
河中　三島
江田

【反対】
松本　加藤
橋井　井藤
松田

【反対】
松本　加藤
橋井　井藤
松田

【反対】
松本　加藤
橋井　井藤
松田

【反対】加藤　修　議員
　国や県の責務で行う事務については、村議会で議論すべきではない。村民も
村に直結した議論を望んでいるはず。不採択するべきものである。

【反対】井藤　稔　議員
　全国知事会の国に対する宣言を巧みに利用したものであり、陳情者の真意が
秘されているとともに、全国知事会の宣言と趣旨が相違する。

【反対】松本　二三子　議員
　広域連合で声を上げ続けていただいていること、世代内・世代間の公平性と、
先のことを考えた社会保障の持続性のために今回意見書をあげるべきではない。

【反対】井藤　稔　議員
　中教審からの答申を受け、すでに文科省に推進本部が立ち上がっている。具
体的な改革に入っており、陳情項目以上の検討が行われ、今年末までに方針が
示される予定。結果を見守るのが妥当。

採
　
択

採
　
択

採
　
択

〔
討
　
　
論
〕

〔
討
　
　
論
〕

陳情審査



本番！本番！本番！本番！これからがこれからがこれからがこれからが
　議会では、議会基本条例など、議会改革　に必要な条例などの整備を行ってきました。

　これからは、改革を決断　・実行していく段階です。 　

跡
追追 議会改革の推進議会改革の推進議会改革の推進議会改革の推進

現在までの取り組み

すでに議会基本条例のある境港市議会を訪問し、
意見交換を行った。

関西学院大学の森脇俊雅名誉教授に監修等を
お願いした。

議員対象の講習会（H28・6・24）、議員・職員
合同の講習会、県外視察先での意見交換などを
実施した。

試案を作成し、パブリックコメント（H28・
10・13～12・31）、自治会への出前説明会
（H28・11・8～12・18）を実施した。

議会改革特別部会の設置

大学教授への監修の依頼
（H28・5・９）

講習会、視察等の実施

試案の作成・パブコメの実施

議会ひえづNo.158　2019年５月１日　発行 6

▲境港市議会との意見交換会

▲部会での検討のようす

議会改革



本番！本番！本番！本番！これからがこれからがこれからがこれからが
　議会では、議会基本条例など、議会改革　に必要な条例などの整備を行ってきました。

　これからは、改革を決断　・実行していく段階です。 　

跡
追追 議会改革の推進議会改革の推進議会改革の推進議会改革の推進

制定に伴う村民対象の記念講演を開催した。

議会基本条例　　
　　（施行）平成29年４月１日
議会議員政治倫理条例　　
　　（施行）平成29年10月１日
議会議員政治倫理条例施行規程
　　（施行）平成29年10月１日
議会の議決すべき事件に関する条例
　　（施行）平成30年７月１日

今後必要な検討課題
議会・議員の使命と役割の再確認
（基本条例 第２条・第５条）
基本をしっかり確認した上で、改革を推進。
議会機能の強化
（基本条例 第４章「村長との関係」）
ハード、ソフト両面からの機能強化。
情報共有のあり方
議会と行政、議会と村民の双方向の情報交換
のシステムについて。
議員間討議のあり方
政策提言等に結びつく意見交換の場を検討。
広域連携のあり方
議会の広域連携のあり方について。

記念講演の開催
（H29・１・15）

整備した条例等の施行日

議会ひえづNo.158　2019年５月１日　発行7

▲記念講演会開催

▲将来をどう形づくるか
　（イオン屋上から王子製紙展望）

議会改革
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村
政
に

村
政
に

村
政
に

喝喝

議　員 ページ 質　問　事　項

加藤　　修 ９ １．村道２号線道路整備は
２．日吉津の未来プロジェクトは

松田　悦郎 10 １．王子製紙と火災協定を
２．人口対策IJUターン促進を

井藤　　稔 11
１．新たな３事業への予算づけは
２．ホームページの例規集の整備は
３．名誉村民制度の運用と活用は

河中　博子 12 １．16年間の総括と今後の方向は

江田　加代 13 １．全国一斉学力テスト不参加の考えは
２．国保保険料の抜本的軽減策を

【３月５日（火）】

三島　尋子 14 １．消費税10％村民への影響は
２．うなばら荘、広域への納入金減額を

松本二三子 15 １．子育て支援の成果と将来は
２．ふるさと納税の状況は

橋井　満義 16 １．Ｔ氏との土地取引清算と課題は
２．村の水害対策を急げ

８人の議員が質問しました。

【３月４日（月）】

一般質問



QQ
　

村
道
2
号
線
交

差
点
へ
の
信
号
機

設
置
の
請
願
が
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

信
号
機
設
置
に
向
け
て

の
道
路
拡
幅
等
、
条
件
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

A
村　
長

　

村
道
2
号
線
交

差
点
に
つ
い
て
は
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
や
止
ま
れ
・

事
故
多
発
の
標
示
、
カ
ラ

ー
舗
装
や
減
速
表
示
な
ど

行
っ
て
き
た
。

　

米
子
警
察
署
も
危
険
箇

所
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

交
通
事
故
防
止
対
策
と
あ

わ
せ
、
毎
年
信
号
機
設
置

に
つ
い
て
の
要
望
書
を
鳥

取
県
公
安
委
員
会
へ
提
出

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
12
月
議
会
で
の

請
願
を
受
け
、
再
度
米
子

警
察
署
へ
要
望
を
行
っ
た

が
交
差
点
形
状
等
に
問
題

が
あ
る
た
め
、
信
号
機
の

設
置
は
困
難
で
あ
り
、
こ

の
解
決
の
た
め
に
は
用
地

買
収
や
建
物
の
移
転
等
、

交
差
点
改
良
の
必
要
性
が

あ
る
。

　

今
後
も
、
2
号
線
交
差

点
の
交
通
事
故
防
止
対
策

と
、
注
意
喚
起
の
看
板
設

置
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

日
吉
津
の

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

教
育
長　

子
ど
も
の
未
来

の
夢
と
し
て
共
有

QQ
　

日
吉
津
の
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
6
年
生
が
行
っ

た
「
町
の
幸
福
論
─
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
」
の
学
習
の
ま
と
め

な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、

伺
う
。

A
教
育
長

　

こ
の
授
業
風
景

は
、
ひ
え
づ
１
１
３
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
感
想

と
し
て
、
現
状
の
認
識
・

関
連
デ
ー
タ
等
の
検
討
を

ふ
ま
え
、
日
吉
津
村
民
で

あ
る
と
い
う
自
覚
と
と
も

に
自
信
を
も
っ
て
発
表
し

て
い
た
。

①
子
ど
も
が
多
く
て
、
に

ぎ
や
か
な
村

②
季
節
で
楽
し
め
る
村

～
水
辺
の
楽
校
で
人
々
が

つ
な
が
る
～

③
夜
で
も
明
る
い
安
心
・

安
全
な
村

④
特
産
物
で
、
つ
な
が
る

知
名
度
Ｕ
Ｐ
の
村
、
日
吉

津
村

⑤
村
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ

る
村
～
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
マ

ラ
ソ
ン
で
つ
な
が
る
～
な

ど
、
8
つ
の
テ
ー
マ
が
あ

り
、
国
語
科
の
授
業
で
学

習
し
た
こ
と
を
、
発
展
さ

せ
た
学
習
活
動
。

　

要
望
活
動
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
未
来
に
向
け
た

夢
と
し
て
、
大
人
と
し
て

も
共
有
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
。
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村道２号線道路整備は

村長　交差点の改良は必要

一般質問

▲止まらない交差点

▲未来をつくる日吉津の子

加藤　修　議員



A
村　
長

　

近
年
で
は
、
二

世
代
で
住
め
る
住
宅
が
十

分
に
あ
る
と
い
え
ば
多
少

無
理
が
あ
る
。

　

村
で
は
新
規
住
宅
利
息

助
成
が
42
件
、
宅
地
化
農

地
、
空
き
家
な
ど
を
定
住

に
つ
な
げ
た
軒
数
は
74
軒

と
大
き
な
成
果
が
あ
る
。

　

31
年
度
地
方
創
生
総
合

戦
略
見
直
し
の
中
で
、
Ｉ

Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
向

け
て
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
さ

ら
に
検
討
し
た
い
。

QQ
　

若
年
層
対
策
Ｉ

Ｊ
Ｕ
に
つ
な
が
る

6
次
産
業
の
思
い
は
。

A
建
設
産
業
課
長

　

農
産
物
の
付
加

価
値
を
付
け
れ
ば
販
売
と

所
得
の
向
上
に
な
る
し
、

雇
用
の
増
加
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
農
地
基
盤
整
備
を
検

討
し
た
い
。

QQ
　

王
子
製
紙
と
村

で
は
公
害
防
止
協

定
は
あ
る
が
、
火
災
に
関

す
る
協
定
が
な
い
。

　

糸
魚
川
市
の
大
火
災
を

受
け
て
、
大
工
場
が
あ
る

自
治
体
は
広
域
消
防
応
援

協
定
な
ど
考
え
て
い
る
。

　

住
民
の
安
心
感
に
つ
な

が
る
火
災
協
定
を
結
ぶ
べ

き
で
は
。

A
村　
長

　

王
子
製
紙
と
火

災
協
定
は
な
い
が
、
村
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
義

務
が
あ
る
。

　

火
災
の
際
に
は
、
西
部

広
域
消
防
局
や
村
消
防
団
、

王
子
製
紙
と
連
携
し
情
報

収
集
を
行
い
、
行
政
無
線

で
で
き
る
だ
け
早
く
、
村

民
に
情
報
提
供
を
心
が
け

て
い
る
。

　

村
民
の
生
命
や
、
財
産

に
影
響
が
な
い
と
思
わ
れ

る
情
報
は
、
逆
に
村
民
が

不
安
に
思
わ
れ
る
恐
れ
も

あ
る
。
情
報
提
供
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
内
容
は
、
行
政

の
判
断
に
よ
る
と
こ
ろ
が

現
状
で
あ
る
。

　

と
く
に
村
消
防
団
は
、

化
学
薬
品
に
対
す
る
装
備

や
、
知
識
は
な
い
。

　

西
部
広
域
消
防
局
か
ら

情
報
を
え
て
応
援
出
動
が

最
善
と
考
え
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
火
災
協
定

は
考
え
て
い
な
い
。

人
口
対
策
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

促
進
を

村
長　

さ
ら
に
意
見
を

聞
き
検
討
し
た
い

QQ
　

15
歳
か
ら
35
歳

の
若
年
層
は
、
地

元
か
ら
流
出
が
多
い
。

　

本
村
も
人
口
が
ピ
ー
ク

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
人
口
対
策
を
維

持
し
な
が
ら
、
若
年
層
の

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
を
考

え
る
べ
き
で
は
。
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松田悦郎　議員

王
子
製
紙
と
火
災
協
定
を

村
長
　
火
災
協
定
は
考
え
て
い
な
い

▲火災時には西部広域消防局の指示で行う

▲村内にも６次産業を

一般質問



QQ
　

先
日
、
村
長
は

勇
退
表
明
を
さ
れ

た
。
首
長
が
変
わ
っ
て
も
、

行
政
の
継
続
性
は
必
要
で

あ
り
、
新
年
度
の
組
織
改

正
、
骨
格
予
算
等
に
つ
い

て
伺
う
。

①
行
政
組
織
の
変
更
は
。

②
子
育
て
活
動
拠
点
の
整

備
事
業
、
自
治
会
へ
の
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支

援
事
業
、
議
会
改
革
関
連

事
業
な
ど
、
新
た
な
３
事

業
へ
の
予
算
づ
け
は
。

③
予
算
づ
け
を
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

④
つ
ぎ
の
村
長
に
託
す
事

項
は
。

A
村　
長

　

①
変
更
は
な
い
。

新
し
い
村
長
が
必
要
か
ど

う
か
判
断
さ
れ
る
と
思
う
。

②
現
時
点
で
は
、
新
た
な

予
算
づ
け
は
し
て
い
な
い
。

③
骨
格
予
算
で
あ
り
、
肉

づ
け
の
段
階
で
新
し
い
村

長
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
と

思
う
。

④
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
方

向
と
、
広
域
課
題
で
の
村

の
立
ち
位
置
は
ひ
き
継
い

で
も
ら
い
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

例
規
集
の
整
備
は

村�

長　

す
べ
て
登
載
す
る

よ
う
に
改
善
す
る

QQ
　

一
部
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。

①
冊
子
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
に
変
え
た
時

期
と
理
由
は
。

②
掲
載
の
判
断
や
作
業
は
、

だ
れ
が
行
っ
て
い
る
か
。

③
経
費
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
西
部
他
町
の
状
況

は
。

④
問
題
点
と
今
後
の
改
善

方
針
は
。

A
村　
長

　

①
平
成
22
年
度

か
ら
経
費
削
減
の
た
め
。

②
総
務
課
で
行
っ
て
い
る
。

③
約
２
８
０
万
円
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
の
管
理

は
、
日
吉
津
と
日
野
町
だ

け
。

④
現
在
は
、
新
し
く
で
き

た
も
の
か
ら
、
す
べ
て
掲

載
し
て
い
る
。
過
去
掲
載

で
き
な
か
っ
た
デ
ー
タ
も
、

サ
ー
バ
ー
の
変
更
に
よ
り
、

４
月
か
ら
可
能
と
な
る
。

名
誉
村
民
制
度
の

運
用
と
活
用
は

村�

長　

研
究
・
検
討

し
て
み
る

QQ
　

①
審
議
会
へ
の

過
去
の
諮
問
状
況

は
。

②
候
補
者
の
把
握
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

③
上
位
の
表
彰
な
ど
と
の

関
係
は
。

④
運
用
す
る
た
め
の
検
討

は
必
要
な
い
か
。

⑤
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

例
の
よ
う
に
、
制
度
を
村

づ
く
り
に
活
か
せ
な
い
か
。

A
村　
長

　

①
諮
問
し
た
こ

と
は
な
い
。
す
る
か
ど
う

か
議
論
し
た
こ
と
も
な
い
。

②
職
員
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
か
ら
把

握
す
べ
き
だ
と
思
う
。

③
名
誉
県
民
、
国
民
栄
誉

賞
な
ど
と
の
併
称
は
可
能

と
考
え
る
。

④
運
用
で
き
る
よ
う
に
研

究
し
て
み
た
い
。

⑤
研
究
・
検
討
し
て
み
た

い
と
思
う
。
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村長　新しい村長により判断される

新たな３事業への予算づけは

▲にぎわいが続く水木しげるロード
　（境港）

▲活動拠点整備予定地（保育所など）

一般質問

井藤　稔　議員

©水木プロ



な
ど
、
担
い
手
確
保
と
同

時
に
ほ
場
整
備
も
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
農
家
の
み
な

さ
ん
が
、
危
機
感
を
も
っ

て
、
気
持
ち
を
切
り
か
え

て
い
た
だ
く
こ
と
が
行
政

に
課
せ
ら
れ
た
役
割
。
そ

の
た
め
の
施
策
は
こ
れ
か

ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
今
の
段
階
で
は
そ

こ
ま
で
議
論
が
煮
詰
ま
っ

て
い
な
い
。

QQ
　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
魅
力
あ
る
情

報
発
信
を
。

A
村　
長

　

魅
力
発
信
に
つ

い
て
は
、
も
っ
と
も
っ
と

自
分
自
身
や
わ
が
村
の
あ

り
方
、
姿
に
誇
り
を
持
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

控
え
め
な
村
民
性
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
も
っ

と
誇
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
大

幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
公

共
施
設
の
利
用
案
内
や
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
簡
単
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。
ま
た
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
携
し
、
村
内

外
に
魅
力
発
信
を
は
か
る

つ
も
り
だ
。

QQ
　

16
年
間
の
総
括

と
そ
れ
を
今
後
に

ど
う
生
か
す
の
か
。

A
村　
長

　

平
成
15
年
4
月
、

合
併
問
題
の
時
に
就
任
し

た
。
結
果
的
に
は
住
民
投

票
を
選
択
し
た
が
、
そ
の

前
に
行
財
政
検
討
委
員
会

で
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
、

村
民
の
皆
様
に
も
負
担
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
私
自

身
も
身
を
切
る
判
断
を
し

た
。

　

そ
の
こ
と
が
、
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
そ
の
後
の
村

政
運
営
を
行
う
契
機
と
な

っ
た
。

　

村
民
の
手
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
自
治
基
本
条
例
。

こ
れ
は
村
づ
く
り
の
あ
り

方
や
、
村
の
方
向
づ
け
を

す
る
大
き
な
条
例
に
な
っ

た
。

　

常
設
型
住
民
投
票
条
例

は
、
今
後
、
村
民
の
総
意

で
村
づ
く
り
を
す
る
た
め

の
財
産
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
の
建
設
で

は
、
一
年
半
を
か
け
て
議

論
を
し
て
い
た
だ
き
で
き

あ
が
っ
た
。

　

他
に
も
、
小
学
校
の
芝

生
化
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

進
め
て
い
た
だ
き
、
村
づ

く
り
の
議
論
や
方
向
性
に

つ
い
て
も
、
参
画
と
協
働

の
村
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

QQ
　

う
な
ば
ら
荘
を

み
ん
な
に
喜
ば
れ

る
施
設
に
。

A
村　
長

　

営
業
体
制
の
再

構
築
や
新
規
顧
客
の
獲
得
、

職
員
の
意
識
の
高
揚
を
は

か
り
な
が
ら
、
顧
客
満
足

度
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い

く
。QQ

　

農
業
を
持
続
可

能
に
す
る
施
策
は
。

A
村　
長

　

持
続
可
能
な
農

業
を
進
め
て
行
く
た
め
に

は
、
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
担
い
手
育
成
・
確
保

は
喫
緊
の
課
題
で
は
あ
る

が
、
用
排
水
や
水
路
の
問

題
、
面
積
が
小
さ
く
効
率

的
な
営
農
が
む
ず
か
し
い
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村
長
　
参
画
と
協
働
の
村
づ
く
り
が
で
き
た

16
年
間
の
総
括
と
今
後
の
方
向
は

▲庁舎周辺

▲新装成
な

ったうなばら荘ロビー

一般質問

河中博子　議員



QQ
　

教
員
の
過
労
死

ラ
イ
ン
を
超
え
る

勤
務
実
態
が
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
「
テ
ス

ト
対
策
の
た
め
授
業
時
間

が
費
や
さ
れ
て
い
る
」
と

中
止
を
求
め
る
声
も
聞
い

て
き
た
。

　

学
力
テ
ス
ト
が
教
員
の

多
忙
化
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
の
指
摘
に
つ
い
て

の
所
見
は
。

　

ま
た
、
全
国
学
力
テ
ス

ト
参
加
を
中
止
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

A
教
育
長

　

近
年
の
学
校
の

指
導
に
お
い
て
、
教
科
の

指
導
、
道
徳
、
特
別
活
動
、

総
合
的
学
習
の
時
間
の
業

務
が
非
常
に
増
え
て
き
た
。

　

最
近
で
は
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
消
費
者
教
育
、
租
税

教
育
、
ま
た
、
全
国
的
に

何
か
大
き
な
問
題
が
起
き

る
と
、
施
策
と
し
て
学
校

で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
必
ず

起
き
て
く
る
。

　

多
忙
に
な
る
が
、
そ
れ

だ
け
が
要
因
で
は
な
い
。

　

働
き
方
改
革
と
い
う
か

け
声
の
な
か
で
、
教
員
の

自
覚
が
少
し
ず
つ
芽
生
え

つ
つ
あ
る
。

　

徐
々
に
、
時
間
外
勤
務

が
少
な
く
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
な
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
不

参
加
は
考
え
て
い
な
い
。

国
保
保
険
料
の

抜
本
的
軽
減
策
を

村�

長　

も
う
少
し
先
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る

QQ
　

全
国
知
事
会
・

市
町
村
会
は
、
国

に
国
保
料
を
協
会
け
ん
ぽ

並
み
に
引
き
下
げ
る
た
め
、

1
兆
円
の
公
費
負
担
増
を
、

求
め
提
言
し
て
き
た
。
実

現
に
向
け
た
具
体
的
動
き

は
あ
る
か
。

A
村　
長

　

国
の
公
費
を
多

く
、
と
い
う
こ
と
は
あ
る

が
、
制
度
の
小
さ
な
と
こ

ろ
ま
で
国
と
し
て
、
踏
み

込
ん
で
欲
し
く
な
い
と
い

う
の
が
わ
れ
わ
れ
自
治
体

の
立
場
で
あ
る
。

QQ
　

仙
台
市
で
は
、

一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
し
て
、
独
自

減
免
を
行
っ
て
い
る
。
本

村
で
も
で
き
な
い
か
。

A
村　
長

　

国
は
、
激
変
緩

和
を
30
年
度
を
含
め
、
6

年
間
の
対
策
だ
と
し
て
い

る
。

　

も
う
少
し
そ
の
先
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。
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村長　不参加は考えていない

全国一斉学力テスト不参加の
考えは

一般質問

▲私たちは日吉津小学校を卒業します。
　未来に向かってGOー！

▲せめて「協会けんぽ」並みの保険料に

所得に占める保険料の割合（国保新聞より）

平成22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

11.0％

10.0％

9.0％

8.0％

7.0％

6.0％

5.0％

4.0％

市町村国保

9.9％ 9.9％ 9.9％

10.3％

7.1％ 7.2％
7.6％ 7.6％ 7.6％

協会けんぽ

4.8％ 5.0％
5.3％

5.6％
組合健保

9.7％

5.7％

江田加代　議員



う
な
ば
ら
荘
、
広
域
へ
の

納
入
金
減
額
を

村
長　

後
任
の
首
長
に

し
っ
か
り
伝
え
る

QQ
　

12
月
議
会
質
問

を
ふ
ま
え
、
う
な

ば
ら
荘
の
現
況
に
つ
い
て
。

A
村　
長

　

今
年
度
も
昨
年

と
同
様
に
、
約
３
０
０
０

万
円
の
赤
字
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

QQ
　

う
な
ば
ら
荘
は
、

村
が
温
泉
と
土
地

を
無
料
で
提
供
し
、
広
域

組
合
が
設
置
し
た
施
設
。

　

当
初
、
赤
字
に
な
っ
た

場
合
の
こ
と
も
広
域
構
成

首
長
会
で
検
討
さ
れ
て
い

る
。
納
入
金
の
減
額
交
渉

を
す
べ
き
で
は
。

A
村　
長

　

出
発
の
土
台
が

揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
の
で
、

今
後
の
あ
り
方
検
討
会
に

ひ
き
継
ぎ
、
後
任
の
首
長

に
し
っ
か
り
伝
え
る
。

QQ
　

消
費
税
増
税
は

国
民
に
と
っ
て
、

と
く
に
、
高
齢
者
・
低
所

得
者
に
と
っ
て
は
「
こ
れ

か
ら
の
暮
ら
し
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
」
と
、
心
穏
や

か
で
は
な
い
。

　

増
税
方
針
に
賛
成
と
い

う
方
も
含
め
て
、「
こ
ん

な
経
済
情
勢
の
も
と
で
増

税
し
て
い
い
の
か
」「
景

気
が
よ
り
悪
化
す
る
の
で

は
」
な
ど
、
批
判
や
懸
念

の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

日
本
銀
行
の
「
生
活
意

識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
で
、
１
年
後
の
景

気
は
今
よ
り
悪
く
な
る
が

40
％
、
良
く
な
る
は
8
％
。

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
が

全
国
の
企
業
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
、
景
気
は

悪
く
な
る
が
58
％
、
現
状

維
持
が
37
％
で
、
企
業
も

増
税
に
よ
る
景
気
悪
化
へ

の
懸
念
を
強
め
て
い
る
。

　

日
本
共
産
党
日
吉
津
支

部
が
村
全
世
帯
に
行
っ
た

暮
ら
し
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

先
が
不
安
、
苦
し
く
な
っ

た
、
大
変
苦
し
い
を
合
わ

せ
58
％
。
消
費
増
税
に
反

対
が
62
％
、
賛
成
は
13
％

で
あ
る
。

　

家
庭
消
費
・
実
質
賃
金

も
落
ち
込
ん
で
い
る
今
、

消
費
税
を
10
％
に
ひ
き
上

げ
た
場
合
に
、
村
民
や
地

域
経
済
へ
の
影
響
を
ど
う

考
え
る
か
。

A
村　
長

　

国
の
方
針
は
10

月
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
よ

し
と
し
な
い
評
論
家
の
意

見
も
、
書
き
物
に
公
表
さ

れ
て
い
る
。

　

政
府
の
決
断
が
く
つ
が

え
る
可
能
性
も
で
て
く
る

が
、
自
治
体
を
運
営
す
る

者
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

　

軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ

て
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響

が
あ
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

　

全
国
的
な
問
題
で
あ
っ

て
、
一
自
治
体
の
発
言
は

不
適
切
と
考
え
る
。

平均実質賃金の推移（政府公表値）

（年）
2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

396.1万円

392.7万円 13年392.7万円

382.1万円 382.1万円

382.4万円

379.0万円
381.3万円
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村
長
　
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
て
も

影
響
は
必
然

消
費
税
10
％
村
民
へ
の
影
響
は

▲すばらしい環境のうなばら荘

一般質問

三島尋子　議員

▲�2013年と2018年では約10万円下がっています



QQ
　

「
子
育
て
す
る

な
ら
日
吉
津
村
」

と
、
子
育
て
支
援
に
尽
力

い
た
だ
い
た
。
子
育
て
世

代
の
人
口
が
増
え
た
の
も

支
援
対
策
の
お
か
げ
と
考

え
、
質
問
す
る
。

①
子
育
て
支
援
の
取
り
く

み
の
中
で
、
成
果
の
大
き

か
っ
た
も
の
は
。

②
反
対
に
、
成
果
の
上
が

ら
な
か
っ
た
対
策
は
。

③
村
に
家
を
建
て
る
理
由

は
、
児
童
館
や
箕
蚊
屋
中

学
校
の
給
食
実
施
だ
け
で

十
分
だ
っ
た
。
し
か
し
米

子
市
の
中
学
で
も
給
食
が

実
施
さ
れ
て
、
学
童
保
育

に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
き

た
今
、
村
独
自
の
魅
力
を

ど
う
出
す
の
か
。

④
将
来
、
村
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
達
が
、
村
で
子
育

て
を
し
て
く
れ
る
の
が
理

想
だ
と
も
思
う
が
、
そ
う

い
っ
た
取
り
く
み
は
。

A
村　
長

　

①
26
年
か
ら
の

ひ
え
づ
版
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、

視
察
に
来
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
な
り
、
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

　

出
生
率
は
２
・
１
１
と

高
い
が
、
待
機
児
童
を
出

さ
な
い
こ
と
な
ど
、
継
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

　

育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

②
両
親
学
級
、
育
児
学
級

等
は
参
加
者
集
め
に
苦
労
。

③
村
に
家
を
建
て
た
い
が
、

土
地
が
な
い
と
い
う
声
も

聞
く
が
、
宅
地
も
増
え
て

新
築
へ
の
補
助
も
あ
り
、

住
宅
も
増
え
て
き
て
い
る
。

④
自
分
達
の
ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
も
て
る
子
ど
も
に
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
れ
る

こ
と
を
、
あ
き
ら
め
て
は

い
け
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は

村
長　

今
年
度
は

　
　

伸
び
て
き
て
い
る

QQ
　

①
以
前
に
比
べ
、

お
礼
の
品
に
地
場

産
品
が
多
く
あ
る
が
、
人

気
の
あ
る
も
の
は
何
か
。

②
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
以

外
の
利
用
は
順
調
か
。

③
29
年
度
に
激
減
し
た
、

寄
附
額
は
ど
う
な
っ
た
か
。

A
村　
長

　

①
人
気
の
あ
る

物
は
、
ネ
ピ
ア
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
や
ア
ス
パ
ル
の
肉
類
。

　

村
内
の
伯
耆
の
き
の
こ
、

ピ
エ
ツ
コ
ー
ヒ
ー
、
丸
平

珈
琲
、
い
ち
ご
の
広
場
な

ど
に
も
お
願
い
し
て
い
る
。

②
ド
コ
モ
ケ
ー
タ
イ
払
い
、

楽
天
、
Ａ
Ｎ
Ａ
な
ど
順
調
。

③
29
年
度
は
２
０
０
０
万

円
。
30
年
度
は
３
４
０
０

万
円
の
予
定
。
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村長　一定の評価はえた、あとは継続を

子育て支援の成果と将来は

一般質問

▲10年後、村に何人いるのかな〜？

松本二三子　議員

▲日吉津村の地場産品の一例



村
の
水
害
対
策
を
急
げ

村
長　

新
た
な
マ
ッ
プ
で

啓
発
す
る

QQ
　

近
年
、
予
想
を

こ
え
る
災
害
が
多

発
し
て
い
る
。
水
害
に
対

す
る
備
え
が
急
務
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
策
と
避
難
所

の
安
全
に
つ
い
て
、
浸
水

高
を
提
示
し
非
常
用
発
電

設
置
の
設
定
施
設
と
そ
の

概
要
の
説
明
を
。

A
村　
長

　

浸
水
深
が
見
直

し
に
な
り
、
新
年
度
に
は

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
も
と
づ
き
、
自
治
会
で

説
明
会
を
開
く
予
定
。

　

非
常
用
発
電
設
備
は
、

役
場
庁
舎
、
小
学
校
・
体

育
館
、
ヴ
ィ
レ
ス
テ
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
設
置

し
て
あ
る
。

　

今
後
は
、
水
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
72
時

間
前
か
ら
知
ら
せ
る
こ
と

に
な
る
。

QQ
　

Ｔ
氏
と
の
土
地

取
引
に
つ
い
て
は

平
成
元
年
か
ら
30
年
を
経

過
し
、
よ
う
や
く
結
論
を

出
す
に
至
っ
た
。
最
終
的

な
金
額
は
い
く
ら
か
。

　

村
有
残
地
田
園
居
住
区

内
、
図
①
②
の
土
地
面
積

４
４
４
０
㎡
（
１
３
４
３

坪
）
の
利
用
計
画
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
仮
に
坪

単
価
13
万
円
と
す
れ
ば
今

回
の
取
引
価
格
と
相
殺
に

も
見
え
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

　

う
な
ば
ら
荘
北
側
の
松

林
が
村
所
有
と
な
っ
た
が
、

海
岸
ま
で
の
遊
歩
空
間
と

し
て
、
あ
ず
ま
屋
を
生
か

し
た
ス
ペ
ー
ス
を
提
案
し

た
い
が
、
ど
う
か
。

A
村　
長

　

昨
年
12
月
定
例

会
に
お
い
て
、
財
産
取
得

契
約
に
も
と
づ
き
１
億
７

５
２
０
万
円
を
支
払
い
、

登
記
を
完
了
し
た
。

　

取
得
し
た
土
地
は
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
で
有
効
に
活

用
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　

田
園
居
住
区
内
の
土
地

は
、
公
共
の
利
用
は
考
え

づ
ら
く
売
却
す
る
と
し
て

も
、
村
が
直
接
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
民
間
の
業

者
と
の
話
し
合
い
に
な
る

と
思
う
。
こ
の
土
地
に
つ

い
て
は
当
事
者
も
苦
慮
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
、
最
大

の
譲
歩
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

　

う
な
ば
ら
荘
北
側
は
、

あ
づ
ま
屋
も
老
朽
化
し
て

お
り
総
合
的
に
考
え
た
い
。
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橋井満義議員

Ｔ
氏
と
の
土
地
取
引
清
算
と
課
題
は

村
長
　
30
年
来
の
相
互
理
解
で
決
着

▲土地取引状況図
（■部分は買い取った土地、Ⅰ・Ⅱは売却した土地）

▲非常用発電設備（社会福祉センター）

⑺

⑸
※

⑷

Ⅰ

Ⅱ

①
② B

A

⑶

⑹

松林松林

堆肥試験ほ場堆肥試験ほ場小学校水田小学校水田

土砂置場土砂置場

日本海日本海

日吉津村等の土地の状況日吉津村等の土地の状況

一般質問



―
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す
―

入
江
さ
ん

　

昭
和
2
年
生
ま
れ
、
92

歳
。
日
吉
津
に
52
歳
の
と

き
来
ま
し
た
。

清
水
さ
ん

　

昭
和
5
年
生
ま
れ
、
89

歳
。
48
歳
の
と
き
日
吉
津

に
家
を
建
て
ま
し
た
。

―
一
日
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
―

入
江
さ
ん

　

朝
起
き
て
布
団
の
上
で

5
分
間
手
を
伸
ば
し
た
り

足
を
伸
ば
す
体
操
を
し
ま

す
。
体
操
が
終
わ
る
と
自

分
で
布
団
を
畳
ん
で
押
し

入
れ
に
し
ま
い
ま
す
。

清
水
さ
ん

　

毎
日
で
は
な
い
け
ど
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
。

元
気
が
出
て
若
返
る
け
ぇ

ー
な
あ
。

―
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
嬉

し
か
っ
た
こ
と
は
…
―

清
水
さ
ん

　

嬉
し
か
っ
た
こ
と
と
ち

ょ
っ
と
違
う
け
ど
。

　

終
戦
後
、
26
歳
か
ら
隠

岐
汽
船
の
中
の
売
店
で
働

い
た
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
物
が

売
れ
て
お
金
を
数
え
る
暇

が
な
か
っ
た
、
一
斗
缶
に

敷
き
詰
め
た
お
金
が
、
ち

り
紙
に
見
え
た
。

入
江
さ
ん

　

風
呂
屋
で
働
い
て
２
０

０
０
円
も
ら
っ
た
。
革
靴

と
ス
カ
ー
ト
を
初
め
て
買

っ
た
時
、
嬉
し
か
っ
た
よ
。

　

今
は
何
で
も
あ
る
け
ん

な
ー
、
こ
ん
な
話
わ
か
ら

ん
わ
な
ー
。

―
戦
争
中
は
ど
ん
な
生

活
だ
っ
た
ん
で
す
か
―

入
江
さ
ん

　

私
は
大
篠
津
駅
の
女
子

挺
身
隊
に
強
制
的
に
入
ら

さ
れ
て
、
働
か
さ
れ
た
。

　

土
日
に
な
る
と
グ
ラ
マ

ン
が
、
赤
い
火
を
パ
ッ
パ

ッ
と
出
し
て
予
科
練
を
放

射
し
た
。
自
分
は
机
の
下

に
隠
れ
た
が
、
い
の
一
番

に
隠
れ
た
の
は
駅
長
だ
っ

た
。清

水
さ
ん

　

自
分
は
満
州
に
い
た
が

戦
争
に
負
け
る
と
逃
げ
る

こ
と
で
必
死
だ
っ
た
。
ま

る
で
地
獄
だ
っ
た
。

　

17
歳
で
日
本
に
帰
っ
た

が
、
萩
の
港
に
着
い
た
と

き
皆
で
泣
い
て
喜
ん
だ
。

今
で
も
夢
を
み
る
。

―
最
後
に
議
会
と
行
政
に

意
見
な
ど
あ
り
ま
す
か
―

入
江
さ
ん

　

前
村
長
さ
ん
は
、
気
軽

に
「
元
気
か
や
～
」「
が

ん
ば
ー
な
い
よ
」
と
、
心

安
げ
に
声
を
か
け
て
ご
し

な
っ
た
。

　

「
こ
ん
に
ち
は
」
だ
け

じ
ゃ
い
け
ん
よ
。
つ
ぎ
の

村
長
さ
ん
に
も
、
そ
の
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。
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▶
30
歳
の
頃
の
清
水
さ
ん

　

あ
ら
！
手
に
１
万
円
札
が

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ば
ぁ
ー
ば
ぁ
ー
は

何
で
も
知
っ
て
る
生
き
た

資
料
館
の
よ
う
で
し
た
。

　元気の源は何でも話せる友が
いること。
　戦中・戦後をたくましく生き
抜いてこられたふたりにお聞き
しました。

清水ハル子さん 入江二生子さん

村民インタビュー

村民

インタビュ
ー

村民

インタビュ
ー

ますます元気！ふたり合わせて181歳！

◀
２
人
合
わ
せ
て
１
７
０
歳
、
い
つ
も
一
緒
で
す

　

（
５
年
前
の
写
真
で
す
…
）



編編編
集集集
後後後

記記記

　

天
皇
陛
下
ご
退
位
に
よ

り
、
平
成
は
４
月
30
日
幕

を
閉
じ
、
今
日
か
ら
令
和

の
始
ま
り
で
す
。

　

振
り
返
る
と
、
平
成
５

年
に
皇
太
子
さ
ま
小
和
田

雅
子
さ
ん
ご
成
婚
、
12
年

に
高
橋
尚
子
さ
ん
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
、
14

年
に
拉
致
被
害
者
５
人
が

帰
国
。
一
方
で
は
、
悲
し

い
で
き
ご
と
と
し
て
、
23

年
に
は
記
憶
に
新
し
い
東

日
本
大
震
災
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
平
成
は
、

ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　

次
号
か
ら
は
、
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
み
な
さ
ま
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

─
松
田　

記
─

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

松
本
二
三
子
・
三
島　

尋
子

松
田　

悦
郎
・
井
藤　
　

稔

江
田　

加
代

 

表
紙

　

富
吉
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
同
好
会
の
み
な
さ
ん
。

　

女
性
議
員
の
声
を
政
治
の
場
に

届
け
よ
う
と
、
昨
年
「
政
治
分
野

の
男
女
共
同
参
画
推
進
法
」
が
成

立
し
ま
し
た
。

　

依
然
と
し
て
、
町
村
議
会
へ
女

性
進
出
は
進
展
せ
ず
、
女
性
ゼ
ロ

議
会
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
村
議
会
の
将
来
に
向
け
、
女

性
議
員
の
必
要
性
、
後
継
者
作
り

な
ど
熱
く
討
論
し
ま
し
た
。

　

議
会
恒
例
の
、
日
野
川
桜
堤
清

掃
作
業
を
、
王
子
製
紙
米
子
工
場

と
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
、
30
本
の
植
樹
か

ら
始
ま
り
、
長
い
歴
史
を
経
て
、

い
ま
で
は
１
６
０
本
の
桜
の
木
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
桜
が
満
開
と
な
り
、
多

く
の
み
な
さ
ん
が
散
策
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。
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第
26
回
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
　
と　

き　

２
月
20
日
（
水
）

　
　
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
モ
ナ
ー
ク
鳥
取

　

昨
年
に
ひ
き
続
き
、今
年
も「
議

会
ひ
え
づ
」
が
優
秀
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
議
会
広
報
紙
を
目
指
し
、
原

稿
・
写
真
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
こ
だ

わ
っ
て
作
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

今
後
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
議
会
ひ
え
づ
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

桜
堤
村
民
憩
い
の
場

王
子
製
紙
と
清
掃
作
業

　
　
と　

き　

４
月
８
日
（
月
）

　
　
と
こ
ろ　

日
野
川
堤
防

鳥
取
県
町
村
議
会

女
性
議
員
研
修
会

　
　
と　

き　

１
月
31
日
（
木
）

　
　
と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
パ
レ
ス
倉
吉


